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概要

看護科学生の老人に対する否定的イメージを把握し，またそれらのイメージに関与する要因を明らかにするた

めに，アンケート調査を行った。

老人の否定的イメージについての因子分析の結果からは，①媛悪感，②性格や精神状態に関する否定的イメー

ジ，③行動に関する否定的イメージの 3因子が抽出された．この 3因子に関与する要因を詳細に分析した結果，

過去における老人との触れ合いの体験も彩靭があるが，現在の老人との触れ合いのいかんの方が彩評が大きいと

いうことが明らかになった。このことから，老人看護学の教育の中で組み込む体験の質の重大さが示唆された。

I.はじめに

1990年の 4月から新しいカリキュラムが実施

され，従来の成人看随学より老人看護学が新た

に独立した。本学においては， 1988年の 4月よ

りすでに特講として老人看護学の講義と，老人

看護実習を病院と老人ホームを使用し，実施に

移してきた。だが，現在もなお試行錯誤の中で

講義や実習内容の検討をしている段階である。

そして，これらの講義や実習を通して，学生の

抱く老人像が実習成果や看護の質に影親を与え

ることに気づかされてきた。

過去の報告')~8)をみても学生の抱〈老人像に

は，生活体験や学習体験が関与しているとある。

近年の若者は老人との同居体験をもつ者が少な

〈，老人と接する機会の乏しい者が多い。そし

て，このような限られたごく少ない体験の中か

ら老人像を作りあげている実情がある。

看護教育に携わる我々としては，学生の抱〈

老人像を知り，学生の老人理解の度合に合わせ

て教育の手だてを工夫することか必要であり ，

そうすることによって学生が老人やその家族に

誤まった先入観をもつことなく，私見を交えず

に相手に添ったはたらきかけができるのではと

考えている。

このような考えに立ち，看護科学生の老人に

対する否定的イメージを把握し，またそれらの

イメージに関与する要因を明らかにするために，

k短期大学の看護科学生を対象として調査を実

施したので報告する。

II.方

1.対象者

k 短大看護科 1~3年の全員168名を対象と

した。回収数（％）は一次調査 ：155名(92.3%),

二次調査 ：151名 (89.9%）であった。
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2.一次調査

岡山市による高齢者社会 ・高齢者福祉に関す

る市民意識実態調査叫こおいて取り上げられた老

人に対するイメージの10項目（表 1)について，

① A,② A に近い，③どちらともいえない，

④ Bに近い，⑤ Bの5段階評定による回答を

求めた。

調査時期は1988年 7月である。

3.二次調査

老人に対する否定的イメージとして，表3に

示した20項目（守屋10)によるものを改変した）を

取り上げ，①そう思う ，②どちらかというとそ

う思う ，③そうは思わないの 3段階評定による

回答を求め，それぞれの回答に 2, 1, 0の得

点を配した。したがって，得点が高いほど否定

的イメージか強いことを示す。

また，老人に対する否定的イメージに影響を

及ぽすと考えられる要因として表2に示した要

因アイテムとカテゴリーを取り上げ，回答を求

めた。

調査時期は1988年 9月である。

4.統計学的解析

平均値の差の検定には t検定を，比率の差の

検定にはフィッシャーの直接確率計算法を用い

た。

因子分析には，主因子法（ヤコビ法） ・バリマ

ックス回転法11)を，因子得点の算出には真の因子

得点の最小二乗的推定値による方法を用いた。

抽出因子数は，固有値が1.0以上を基準にして決

定した。

要因の影響の追求には数最化理論第 1類12)を

適用した。

表 1 一次調査において取り上げた老人に対するイメー

ジ

A （肯定的イメージ） B （否定的イメージ）

① 腺敬できる 昨敬できない

② 親しみやすい 親しみに〈い

③ 忍耐力がある 忍耐力がない

④ 栢極的 消躯的

⑤ 自立心か強い 依存心が強い

⑥ 明るい 暗い

⑦ 自均．心が強い 自将．心が弱し‘

⑧ 楽しそうな つまらなそうな

⑨ 協調性がある 協調性がない

⑩ 柔軟性があ る 頑固な

III.成

1.一 次調査

10項目の質問に Bまたは Bに近いと否定的

イメージを回答した者の率を，岡山市叫こよる一

般市民（岡山市民，1775名）でのそれと比較し

てみると図 1のようになり ，全項目にわたって

学生の方が否定的イメージが強く ，②親しみに

くい，④消極的，⑤依存心が強い，⑥暗い，⑦

自尊心が弱い，⑧つまらなそうな，⑨協調性が

ないで有意の差を認めた。その中でも，20％以

上の学生が否定的イメージとしてとらえている

項目は，④，⑤，⑥，⑧，⑨，⑩であり ，⑩頑

固とするイメージは半数以上の学生が抱いてい

績

た。

2.二次調査

l)看護科学生の老人に対する否定的イメージ

20項目のすべてに回答のあった143名のデータ

について，質問別に集計した成績が表3である。

強い否定的イメージをもっている者の率の最も

高い項目は，Q 8頑固 (33.6%）で，次いでQ

5考え方が主観的， Q3不安感をも っている，

Q 14感情的であった。逆に， Q19憎らしい存在，

Q 20役に立たない， Q17冷たい感じ，Q11物事

に飽きやすい，Q12やることが粗雑，Q15思應

表2 要因アイテムとカテゴリー

要因アイテム カテゴリー

y 1 兄弟（姉妹）関 C 1 一人っ子， 2人以上の
係 兄弟 （姉妹）の末っ子

C 2 2人以上の兄弟 （姉妹）
の長子

C 3 その他

y 2 主として住んだ C 1 田舎
（育った）所 C 2 街

C 3 都市

y 3'老人と同居した C 1.ある
経験 C 2 ・ない

y 4 老人にかわいか C 1 ある
られた経験 C 2 ない

y 5 祖父母との関係 C 1 うま〈いっている
C 2 うまくいっているとは
いえない

C 3 祖父母はいない

y 6 学年 C 1 1年
C 2 2年
C 3 3年
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口．一般市民 ■ ：伶獲科学生 ＊． （p<0.05) 
* * : (p<0.01) 

図 1 看護科学生と一般市民での老人に対する否定的イ

メージの回答率

表 3 質問別にみた老人に対する否定的イメ ージ

どちらか そうは思
骰 問 そう息う というと

そう息う
わない

Ql  籾神状態が不安定 10(7 0) 56(39 2) 77 (53 8) 

Q 2 物事に敏感 28(19 6) 40 (28 0) 75 (52 4) 

Q 3 不安感をもっている 36 (25 2) 60 (42 0) 47 (32 9) 

Q 4 劣等感をもっている 13(9 I) 48 (33 6) 82 (57 3) 

Q 5 考え方が主観的 39 (27 3) 55(38.5) 49(34.3) 

Q 6 性格が攻繋的 7 (4 9) 18 (12 6) 118(82 5) 

Q 7 依存的 27 (18 9) 52 (36 4) 64 (44 8) 

Q 8 頑il/tl 48(33 6) 62 (43 4) 33(23 l) 

Q 9 梢極的 15(10 5) 51 (35 7) 77 (53 8) 

QlO 行動が不活発 21 (14 7) 62(43 4) 60 (42 0) 

Qll 物事に飽きやすい 2(1 4) 1903 3) 122 (85 3) 

Q 12 やることが粗雑 4 (2 8) 19(13 3) 120(83 9) 

Ql3 やることが遅い 26(18 2) 53 (37 1) 64 (44 8) 

Ql4 感梢的 30 (21 0) 56 (39 2) 57 (39 9) 

Ql5 息慮が浅い 5 (3 5) 19 (13 3) 119 (83 2) 

Ql6 ll;'iい感じがする 6 (4 2) 41 (28 7) 96 (67 1) 

Ql7 冷たい感じがする

゜
11 (7 7) 132 (92 3) 

Ql8 不潔な感じがする 4 (2 8) 39(27 3) 100 (69 9) 

Ql9 俯らしい存在だ 2 (1.4) 4 (2 8) 137 (95 8) 

Q20 役に立たない

゜
8(5 6) 135 (94 4) 

注人数（％）を示す．

が浅い，Q6性格が攻幣的な どの否定的イメー

ジをもつ者は20％未満であっ た。

次に， 20項目の老人に対する否定的イメージ

についての回答を因子分析した結果， 3因子が

抽出された。各囚子に最も高い因子負荷量を示

し，その値か0.4以上の質問は表4のようである。

第1因子は学生が抱 く老人に対する嫌悪感，第

表4 老人に対する否定的イメージについての各質問の因

子負荷量

因 子 質 lill 
因子

固有値
累梢寄

it荷；；t 与玲((%)

第 11!;1子 Q 6 性格が攻9宍的 0 43 2 92 14 60 
嫌悪感 Ql2 やることが粗雑 0 60 

Ql5 ，思慰が浅い 0 63 
Ql7 冷たい感じがする 0 57 
Ql8 不湘な感じがする 0 53 
Q 19 怜らしい存在だ 0 73 
Q20 役に立たない 0 48 

第 2囚子 Q 1 精神状態が不安定 0 56 2 37 26 43 
性格や精 Q 3 不安感をも っている 0 54 
神状態に Q 5 JI・え方が主観的 0 54 
関する否 Q 7 依存的 0 43 
定的イメ Q 8 iilill;I 0 44 
ーン．． Ql4 惑情的 0 50 

第3囚子 Q 4 劣等感をも っている 0 49 1 82 35 51 
行動に関 Q 9 il'1極的 0 54 
する否定 QIO 行動が不活発 0 56 
的イメー Ql3 やることが辻い 0 41 
ン．． Ql6 ut,い感じがする 0 46 

表 5 老人に対する否定的イメ ージの因子別平均回答得

点

因 子 平均値土標準偏差 t検定＊

第 1因子媛悪感 0 16士028 C 

第2因子

性格や粕神状態に関す 0 84士049 a 

る否定的イメージ

第3因子

行動に関する否定的 イ 0 58士045 b 
メージ

注得点が窃いほど否定的イ メージが強い．＊ ：異な った

アルファペ ッ トを付 した群間に有慈の苺を認める (p<

0.05). 

2因子は老人の性格や精神状態に関する否定的

イメージ，第3因子は老人の行動に関する否定

的イメージ と解釈した。

抽出された 3種類のイメージの否定の度合い

を比較するために，それぞれの因子に最も高い

因子負荷磁を示した質問の得点を平均し，それ

をイメージ別回答得点として，全被験者での平

均値およぴ標準偏差を求めた結果は表 5のよう

である。最も強い否定的イメージは老人の性格

や精神状態に関するイメージにみ られ， 次いで

老人の行動に関するイメージ，老人に対する嫌

悪感の順に否定の度合いが低い。それぞれの否

定の度合いの間には有意の差が認められた。

2)老人に対する否定的イメージに及ぼす諸種

要因の影特

老人に対する否定的イメージとして取り上げ
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た20項目のすべてに回答のあった学生のうち，

要因として取り上げた 6アイテムのすべてに回

答のあった131名のデータを検討の対象とし，因

子分析によって求めた 3因子の囚子得点のそれ

ぞれを外的基準として，数量化理論第 1類によ

る解析を行った。偏相関係数が比較的大きい値

(0.1以上）を示した要因アイテムについて，カ

テゴリー別の重み値を図示したものが図 2~ 4 

である。重み値が＋のカテゴ リーは，その絶対

値が大きいほどイメージを否定的に引っ張り，一

のカテゴリーはその逆にイメージを肯定的に引

っ張ることを示す。なお，重相関係数は第 1因

子得点 ：0.384, 第2因子得点 ：0.451, 第3因

子得点 ：0.300であった。

第1因子得点，すなわち老人に対する嫌悪感

には Yl,Y2,Y5,Y6が影響を及ほし，

Y 3, Y 4はかかわりをもっていなかった。Y

1' すなわち兄弟（姉妹）関係では，C2 :長

子の否定的イメージが最も弱 <,C3:長子，一

人っ子，末っ子以外の者が最も強い否定的イメ

ージをもっているといえる。y2,すなわち居

住地区による違いよりみると， C3 :都市部の

者の否定的イメージが最も強いことかわかった。

y 5, すなわち祖父母との関係では， C2 :ぅ

まくいっているとはいえない者の否定的イメー

ジが最も強かった。また，y6の学年別では C

2 : 2年生が最も否定的イメージが弱い。

兄弟 （姉妹） 主として住 祖父母との 学年

関係 んだ （脊っ 関係
た）所

0 8 f-

0 6 

l : 04 [ ． 
値
0 2ト ． ． ■ 

勺L
-0 2「
＇ 
． 

Cl CZ C3 Cl C2 C3 Cl C2 C3 Cl C2 C3 
カテゴリー カテゴリー カテゴリー カテゴリー

注カテゴリーは表2参照、重み値が＋のカテゴリーはそ
の絶対値が大きいほどイメージを否定的に引っ張り ，一
のカテゴリーはその逆にイメージを背定的に弓1っ張るこ
とを示す

図2 第 1因子 嫌悪感に関する否定的イメージに及ぽす
各種要因の影響

第2因子得点，すなわち老人の性格や精神状

態に関する否定的イメージには， y6を除いて

は老人に対する嫌悪感と同様， Yl, Y2, Y 

5が影帯を及ほし， Y3,Y4, Y6はかかわ

兄弟 （姉妹） 主として住 祖父母との

関係 んだ（育っ 関係

た）所

I 
0 8 

0.6 

0 4 
重

み 0 2 

値

゜
-0 2 

-0 4 

＇ Cl C2 C3 Cl C2 C3 Cl C2 C3 
カテゴリー カテゴリー カテゴリ ー

注図 2に同じ．

図3 第 2因子 性格や精神状態に関する否定的イメー

ジに及ぽす各種要因の影響

祖父母との 学年

関係

0 2 

重

み

゜
値

-0 2 

Cl C2 C3 Cl C2 C3 
カテゴリー カテゴリー

注図 2に同じ．

図4 第 3因子 行動に関する否定的イメージに及ぽす各

種要因の影響
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りをもっていなかった。すなわち，兄弟（姉妹）

関係では C3 :長子，一人っ子，末っ子以外の

者の否定的イメージが最も強く，居住地区でも，

C 3 :都市部の者の否定的イメージが強い。ま

た，梢父母との関係において も，C2 :うまく

いっているとはいえない者の否定的イメージが

最も強く ，C3 :祖父母のいない者が次いで強

い否定的イメージをもっているといえる。

第 3因子得点，すなわち老人の行動に関する

否定的イメージには， Y5, Y 6が影咽を及ぽ

し， Y 1, Y 2, Y 3, Y 4はかかわりをも

っていない。y5の祖父母との関係では，C2. 

うまくいっているとはいえない者の否定的イメ

ージが嫌悪感性格や精神状態に関する否定的

イメージと同様に最も強く，学年別では上級学

年ほど否定的イメージが弛いことがわかった。

N．考 察

k短大の看護科学生の老人との同居率をみる

と， 24 . 1％と全体の¼にみたない。

近年，学生達をとりまく社会環境は老年人口

の増加とは逆に，核家族化は進み，老人と接す

る機会は減少傾向にあり，都市化の波の中で農

村部でさえ，隣近所との関係か脆弱となり， 日

常生活の中で老人と接する機会が狭められてい

る実状にある。

ナースを志す学生達も，これらの社会環境の

中で育った若者である。 現代の若者，特にナー

スを志す学生の老人観については，すでにいく

つかの報告l)~B)がある。しかし，一般市民と対比

し， またその個人差を左右する要因について多

変量解析を適用し，追求した成績はほとんどみ

られないように思われる。

k短大の看護科学生の老人に対するイメージ

を，一般市民との比較でみると，否定的イメー

ジが強いことがわかった。 このことは，若者が

老人は自分とは別の世界の人で， 自分の延長線

上として考えられないことも関連があるように

思える。島田 13)は，老人の特性や生理を知識とし

て述べても，老人が自分の人生の延長線上にあ

り， 別種族ではない身近な存在として理解され

なければ，看護は展開できないと述べている。

この考えに筆者らも同感であり ，老人看護を教

育するときの課題であろうとも思う 。

学生が抱いている多くの否定的イメージを因

子分析によって要約すると，3因子が抽出され

た。それらよりみると，最も強く抱いている否

定的イメージは，“老人の性格・精神状態に関す

るイメージ”であり，次いで“老人の行動に関

するイメージ”,“嫌悪感＂の順である 。学生が

最も強く抱いている老人の性格・精神状態に関

する否定的イメージに寄与している要因をみる

と，兄弟関係では長子以外＞長子で，成育環境

では都市＞田舎となり，祖父母との関係の良否

では否＞良となり，老人との過去の触れ合いの

良否が関与していることがうかがえる。そして，

この傾向は嫌悪感を左右する要因に関しても同

様であり，老人の性格 ・精神状態に次いで強い

老人の行動に関する否定的イメージにも，やは

り柑父母との関係の良否がかなり影閣している。

さらに，学年によ っても差があり，教育による

影醐，すなわち老人看護学の購義や実習の組み

立てによる変化がうかがえる。 2年次は老人看

護学の講義をうけた直後の調査であり， 3年次

は実際に老人の看護を体験してみて，老人の行

動面の援助の難しさを実感した結果とはいえな

いだろうか。このことは，嫌悪感に関しても同

様のことがいえそうである。だが，老人との同

居経験や老人からかわいがられた経験がいずれ

の否定的イメージにも寄与していなかった結果

は予想に反するものであった。なお，学生の老

人に対する否定的イメージの個人差は，重相関

係数からみて，取り上げた要因のみでは説明し

得ない部分がまだかなりあるように思われる。

今後の追求にまちたい。

以上のことから，老人に対して抱く否定的イ

メージは，過去の老人との触れ合いの体験も影

悲はあるが，現在の老人とのかかわり方，たと

えば居住地区の中での老人の存在や，家族の中

での老人のとらえ方や，実習などの学習体験か

らくる影響の方が大きいのではと考える。また，

老人の行動に関する否定的イメージは，その他

の否定的イメージに比べ，接する老人の特徴（た

とえば病者か，健康な老人かなど）に影押され

るのではないかとも考える。

V.結 論

k短期大学看護科学生の老人に対する否定的
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イメージと，その個人差に寄与する要因を追求

し，以下の結果を得た。

1.老人に対する一般的な否定的イメージは，

一般市民より学生の方が強いことかみられた。

2.因子分析によって，老人に対する否定的

イメージは，①嫌悪感，②性格や精神状態に関

する否定的イメージ，③行動に関する否定的イ

メージに要約された。

3.因子別の学生の老人に関する否定的イメ

ージの強さは，①性格や精神状態に関する否定

的イメージ＞②老人の行動に関する否定的イメ

ージ＞③嫌悪感の順であった。

4.老人に対する否定的イメージと兄弟（姉

妹）関係では，長子＜末っ子く その他で，居住

地区では，田舎く都市で，嫌悪感および性格・

精神状態に関する否定的イメージが強かった。

5.祖父母との関係は，いずれの否定的イメ

ージにも強く寄与しており， うまくいっている

者で低かった。

6.行動に関する否定的イメージは，上級学

年になるほど高かった。

7.老人との同居経験や老人からかわいがら

れた経験は，いすれの否定的イメージにも寄与

していなかった。
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